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令和３年度一般会計補正予算の概要令和３年度一般会計補正予算の概要
新型コロナウイルス感染症対策等を盛り込んだ補正予算について審議し、それぞれ全会一致で可決されました。

一般会計補正予算（第2号）　　補正額　4,506万5千円
●新型コロナウイルスワクチン個別接種事務委託料　（3,437万7千円）
●接種看護師会計年度任用職員報酬 　（1,065万6千円）

一般会計補正予算（第3号）　　補正額　1億8,702万5千円
●保育園・幼稚園等の衛生対策に係る新型コロナウイルス感染症対策事業補助金等
　（2,445万6千円）
●公共施設等無線ＬＡＮ整備委託料　（2,078万5千円）
●テレワーク推進等を図る庶務事務システム等導入委託料　（3,347万3千円）

主な事業

主な事業

主な事業

一般会計補正予算（第4号）　　補正額　11億2,764万4千円
●生活困窮者自立支援事業　（5,719万1千円）
●低所得の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業　（6,217万3千円）
●接種体制の追加等に伴う新型コロナウイルスワクチン接種事業　（9億104万1千円）
●プレミアム付商品券事業　（1億722万8千円）
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主 な 内 容
◆一般質問（要旨）……２〜５面

◆議案の審議結果……………６面

◆可決等された案件……６〜７面

◆委員会の審査…………７〜８面

◆特別委員会活動……………８面

新型コロナウイルス感染症対策
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令和３年第２回定例会
６月１日〜18日

▲市内小学校のビオトープにゲンジボタルの幼虫を放流する児童の様子
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今定例会では、16名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１〜２問とし掲載しました。
会議録は８月上旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のＱＲコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問 （ 要 旨 ）
「市政のここを問う」

新型コロナウイルスワクチン接種受付について

新型コロナウイルスワクチン接種について

外国にルーツを持つ子どもに係る取組について

五日市街道（武蔵野橋北詰から熊川武蔵野交差点付近）の渋滞解消について

正和会
杉山 行男 議員

正和会
小澤 芳輝 議員

公明党
青木 健 議員

公明党
堀 雄一朗 議員

▲福生市新型コロナワクチン接種専用予約サイト画面

▲日本語指導に関する教材「東京の学校生活」東京都教育委員会HPより

▲武蔵野橋北交差点付近の様子

　質問　新型コロナウイルスワクチ
ン接種の受付状況を伺う。
　市長　４月28日、75歳以上の高齢
者接種の予約受付を電話受付のみで
実施。開始30分で予定件数に達し、
受付を終了した。５月７日にはウェ
ブでの受付を追加したが、アクセス
集中により接続しにくい状態が続き、
翌日に予定件数に到達。３回目の同
19日からは重症化リスクの高い85歳

　質問　医療従事者、高齢者の施設
入居者、介護職員等の現在における
新型コロナウイルスワクチンの接種
状況を伺う。
　市長　市内の医療従事者等につい
ては、当初は都が接種の実施体制を
構築し、実施することとなっていた
が、個別の医療機関だけでは進まな
いため、医師会の強い要望で４月28
日から５月12日のうち４日間、市の

　質問　外国にルーツを持つ子ども
の就学前における日本語教育（プレ
スクール等）について所見を伺う。
　市長　本市は外国人比率が高いが、
日本語や日本の文化等を学ぶ機会は
幼稚園や保育所等で十分に確保され
ているため、積極的にプレスクールを
検討している状況ではない。しかし、
子どもたちが幼稚園や保育所等を経
ずに小学校に入学することは、日本

　質問　拡幅工事の間、武蔵野橋北
交差点を暫定的に改良できないか。
　市長　関係機関の見解では、市道
第72号線との交差点が接近しており、
暫定的改良では渋滞の解消は極めて
難しいとのことで、抜本的な解決方
法は五日市街道の拡幅と考える。
　質問　砂川踏切から武蔵野橋北交
差点までの間を暫定的に２車線化し
て車両の流入量を増やし、渋滞改善

以上の方を先行して受け付け、翌20
日は75歳以上の方の受付を行った。
市民の皆様にはご不便をおかけし、
大変申し訳ない。希望される方に一
日も早くワクチン接種が行き届くよ
う、取り組んでまいりたい。
　質問　電話での予約受付は有料の
ナビダイヤル0570だが、電話料金の
負担にも配慮が必要と考える。フリ
ーダイヤルを追加導入することはで

集団接種会場で実施した。２回目の
接種はそれぞれ３週間後に同会場で
実施。高齢者施設等の入居者や従事
者については、４月末よりワクチン
の必要数を確認し、５月から一部の
施設で１回目の接種を実施した。
　質問　高齢者の施設入居者等の接
種希望者数及び１回目の接種終了者
数、また介護職員のワクチン接種対
応について伺う。

語等を学ぶ機会が失われ、学習など
に支障をきたすことが懸念されるた
め、特に未就学児童がいる家庭につ
いては早い段階で幼稚園や保育所等
に入ることができるよう、今後も引き
続き関係部署が連携し取り組む。
小・中学校における対応について
　質問　外国籍等の児童・生徒の受
入れ体制や生活・学習面等の支援策
を伺う。

につなげるよう要望いただけないか。
　都市建設部長　用地取得後、暫定
的に下りを片側２車線化できれば交
差点付近の渋滞の改善が考えられる。
東京都西多摩建設事務所に要望する
とともに、今後も拡幅事業が円滑に
進むよう関係機関と連携を図りたい。
ヤングケアラー支援について
　質問　病気や障害のある家族の世
話をする子供たち、ヤングケアラー

きないか伺う。
　福祉保健部参事　当初、市民へご
案内する時間的余裕がないため、フ
リーダイヤルよりも設置時間を要し
ない有料ナビダイヤルを採用した。
既に広報やホームページ等で周知し
ており、新たにフリーダイヤルを加
えると混乱が生じるおそれがあるほ
か、総合的な判断の上、引き続きナ
ビダイヤルでの運用を考えている。

　福祉保健部参事　高齢者施設等の
入所者等の接種希望者は５月末日時
点で979名、１回目の接種終了者は
719名だった。高齢者施設等従事者
のワクチン接種については、高齢者
施設等でのクラスター発生防止の観
点から、入所者の接種を優先した上
で、本人の同意に基づき、入所者と
併せて接種していただく機会を設け
ている。

　教育長　現在、第一小学校、第二
中学校に日本語学級を設置し、日常
生活を営むうえで必要な「生活言語
能力」と、学校での学習に必要な
「学習言語能力」を身につけるため
の指導を行っている。今後も言語や
生活習慣の違いを乗り越え、学校生
活にスムーズに適応することで学力
を高め、自己実現を図ることができ
るよう、指導、支援を継続していく。

支援について本市の取り組みを伺う。
　市長　国は施策として社会的認知
度の向上を示していることから、今
後、関係機関向けの研修や講演会の
開催、子供自身がヤングケアラーで
あることに気づき、相談窓口がある
ことの周知に努める。また、関係機
関等には子供を介護の担い手として
見ないことや、家族背景にも目を配
るよう働きかけたい。

福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）




